
令和２年度 保護者対象ＳＳＨ意識調査 回答結果（年間まとめ） 

 

 実施期間：第1回 令和２年 ７月 ９日～ ７月２０日 

      第2回 令和２年１１月２５日～１２月１０日 

 実施方法：グーグルフォームを利用したＷＥＢアンケート 

回答件数：第1回 ５６３件（１学年：201件，２学年：186件，３学年：176件） 

第2回 ４３０件（１学年：151件，２学年：153件，３学年：126件） 

※第2回では重複回答を防ぐ対策を行ったため，第1回よりも回答件数が少なくなった。 

 

≪回答概要≫ 

ＳＳＨ事業に参加することで得られる（期待できる）教育的効果についてのすべての質問

（項目３～１６）に対して「そう思う」「ややそう思う」と答えた肯定的回答が８割を超え

ている。ここから保護者が本校のＳＳＨ事業の教育的効果について高く評価，または大きく

期待している様子が伺える。特に，項目４「理科・数学に関する能力やセンス向上」，項目

８「未知の事柄への好奇心や理科・数学への興味・関心の向上」，項目１２「独創性の向

上」，項目１３「探究心の向上」，項目１４「考える力の向上」，項目１５「成果を発表し

伝える力の向上」については９割を超える高い肯定的回答が得られている。また，項目１６

「米沢興譲館高校自体の魅力が向上する」についても第1回，第2回ともに９割を超える高

い肯定的回答が得られており，ＳＳＨを本校の魅力として捉えている保護者が多いことを示

唆している。 

 



 

 

 

 

 



 

 



 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 


